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Integrated Report 2024
三井金属 統合報告書2024
[2024年3月期]

Since 1874
This year, 2024, marks the 150th anniversary of our founding.
We would like to express our sincere gratitude to all of our stakeholders 
who have supported us over this long period of time.



「統合報告書2024」 では、現在の中期経営計画 「22中計」 を中心に、

三井金属グループが価値創造プロセスに沿って、経営を通してどのよ

うに経済的価値を創造し、かつ社会的価値を生み出していくのかを具

体的に記載しています。

当報告書の編集にあたっては、国際統合報告評議会（IIRC）の 「国

際統合報告フレームワーク」、経済産業省の 「価値協創のための統合

的開示・対話ガイダンス」、GRIのサステナビリティ・レポーティング・ガイ

ドライン （スタンダード）、SASBスタンダードを参照しています。

詳細な財務情報は有価証券報告書に、ガバナンス情報はコーポ

レート・ガバナンス報告書に記載しています。

［報告対象期間］

2023年度（2023年4月～2024年3月）の実績を中心に記載していますが、

それ以前の取組み、2024年度の取組みを紹介した項目もあります。

［報告対象範囲］

当社三井金属、および国内と海外の連結子会社を対象としています。

連結外のグループ会社を含む場合には、各項目において、具体的な

対象範囲を注記しています。

[将来見通しに関する注意事項]

この報告書には三井金属とそのグループ企業の過去と現在の事実

だけでなく、記述時点で入手できた情報に基づく判断・予定・予想が含

まれています。そのため、将来の社会情勢や事業活動の結果や事象

が予測とは異なったものとなる可能性があることをご承知おきください。

https://www.mitsui-kinzoku.com/toushi/lib/yuuka/

https://www.mitsui-kinzoku.com/toushi/management/governance/

有価証券報告書

コーポレート・ガバナンス報告書

「統合報告書2024」の発行にあたって

https://www.un.org/sustainabledevelopment/
当報告書では、SDGsアイコンを国連のSDGsガイドラインに従って使用しています。
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